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第 3節感染期仔虫
通り本邦lと於げる農村の畑地では，冬期を除き仔虫
第I章緒 冨
の生存期間は約 6カ月であるとし，松崎(1931)は
我が固に於ける鈎虫の淫浸率は極めて高く，殊に 鈎虫卵の発育に好適なる温度は，適当なる湿度を有
農民にあっては其の 30%は鈎虫の保有者であると する畑地で，地中温 200C-:.-350Cの 6，7，8，9月の
云われている。従って農民だけでも約 1000万人は 候が最適であると述べている。叉宮川(1917)，Mc 
鈎虫の感染をうけていると思われる。小宮 (1956) Coy (1930)等は鈎虫卵発育時に於ける温度，酸素， 
Kよれば直接間接の鈎虫による経済的の損失は，少 及び水素イオシの影響につき述べ，松崎(1928)は，
く見積っても年間 200億円に達する。我が国の鈎虫 ヅピニ鈎虫卵はアメリカ鈎虫卵に比し勝化脱殻が早
感染については，其の調査，研究が進むKつれ.漸 く，抵抗力が強いと云っている。湿度に関しては，
次その全貌が明らかになりつ〉あると共1[，公衆衛 兼先(1958)は， 300C恒温器内の実験lζ於て，湿度
生学上重要なる問題として取り上げられて来た。鈎 96%以上が鈎虫卵の発育K最適であると報告した。
虫撲滅K当つては先ず第ーに予防対策を講じなけれ 翻って鈎虫卵の発育に及ぼす酸素の影響について
ばならないが，とりわけ鈎虫感染の場として，鈎虫 は，伊藤(1930)は室温で瓦培養を行い，便の表層
卵の置かれている環境条件を考慮花入れる必要があ に於ける虫卵の発育は急速に行われるが，使の深層
る。鈎虫卵並びに仔虫が順調に発育， ~昨化，生存す では発育は行われず，この際表層を除去して深層を
るための環境因子の主なものは，温度，湿度，酸素 空気に曝露すると，虫卵は急速に発育を開始すると
の三大因子であるが，実際は鈎虫卵が外界に於て発 述べ，叉嫌気性培養を開放して空気応接触せしめる
育を営む際iとは，上記の諸因子が種々に組合はされ と，便の表層は急速に発育を開始して仔虫を形成す
て，鈎虫の淫浸lζ深い関係をもっ。鈎虫卵発育l乙及 ると述べている。大場(1923)は虫1Hl虫卵子lと於て，
ぼす諸因子の中，温度並びに湿度比関しては，現在 未仔虫形成卵子は人尿及び糞尿混合液中に於て，液
迄諸家の研究が比較的多く発表されている。温度に 層浅きときは，発育を開始して仔虫を形成し，液層
ついては，飯豊(1914)，内藤 (1928)，飯島(1953)， 深きときか密閉器中では発育を休止し，其の外聞の
富士田 (1955)等の鈎虫卵並びに仔虫K関する実験 環境を変ずれば発育を開始するといい，脳虫卵子の
があり，叉小林 (1956)に依ればヅピニ鈎虫卵はア 発育については，酸素の絶無なるか或いは酸素乏し
メリカ鈎虫卵に比し低温に対する抵抗力は強い。叉 き空気中lζあっては，其の発育を休止し，之れを大
戸外の実験では，南崎(1928)等の報告lζ見られる 気中に出すと再び発育を開始すると述べている。烏
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居 (1956)も鈎虫卵の府化条件K関する研究で，虫
卵の発育には酸素の不可欠なる事を述べている。原
(1950)は畑虫卵の発育lζ及ぼす酸素の影響を柳沢
の黄燐燃焼法によって実験を行い，黄燐燃焼法によ 
る無酸素状態では 150Cの恒温下で 9日以内， 250C 
の状態では 8日以内には全く死滅すると云ってい
る。鈎虫仔虫花関しては，小宮(1956)は鈎虫仔虫
は酸素を直接に消費しつ〉血液中のプドー糖を酸化
して，之れをエネルギー源として使用しており， 
Wel1s も血液中の酸素利用を示唆しでいる。以上
の如く幾多の諸家が鈎虫卵発育児関する研究に於て
温度，湿度，酸素につき種々検討して来たが，就中
酸素が鈎虫卵の発育，瞬化，生存lζ及ぼす影響Iζつ
き詳細に検討した研究は少なL、。乙〉に於て著者は 
鈎虫卵の発育児適温とされている 270C，及び人体腸
内温度比近い 380Cの下で，湿度を充分lζ保ち乍ら 
発育試験を行い，同時に酸素の鈎虫卵並びに仔虫lと
及ぼす影響を観察する為K柳沢等(1933)の黄燐燃
焼法により高度の無酸素環境を作り，乙の中で鈎虫
の発育初期卵，仔虫包蔵卵，仔虫の発育試験を行い
二三の知見を得たので報告する。
第 11章瓦培養法に於ける便層の厚みと
鈎虫卵の発育との関係
第 1節まえがき
伊藤(1930)は夏期の室温 (220C--290C)で瓦培
養を行い，便の表層lと於ける虫卵の発育は急速に行
われるが，便の深層にては虫卵の発育は行われず，
此の際表層を除去して深層を空気中に曝露すると、
きは， 虫卵は急速lと発育を開始すると述べ， 大場 
(1923)は姻虫卵子の発育につき同様の事を述べて
いる。私は瓦培養に於ける便層の厚みと，虫卵発育
の関係を本実験に先んじて先ず試みた。
第2節実験方法
糞便を実験lと供する迄室内温度 180C!c置き排便
後4時間以内lζ実験を実施した。実験材料として用
いた便はアメザカ鈎虫の単独保有使で，之れに水を
加えつ〉泥状となし，二重の簡にかけて漏過し，食
物の残津を除去し， i慮液を 5分間 2000廻転の遠沈
にかけ，上澄を捨て，その沈t査を材料とした。培養
は瓦培養を行い， A群と B群の二群の瓦を夫々 5~
 
6個用意した。 A群の瓦lζは真中l乙直径約 3cm， 
i訟をき 0.5cmの円形の穴を穿ち， 上記沈涯を瓦の穴 
lと注入し，更lζ其の上を糞便で完全に覆い，全体の
厚さを約 1cm以上とした。培養瓦はシヤ{レlζ納
め水道水 (pH6.5)をメヂウムとして 270Cの瞬卵
器内にて培養を行った。 
虫卵採集方法:
A群からは極めて表層の部分より，叉B群からは
表面の使層を除去して沈澄の最下層より少量採取し
スライドグラスに載せ，一滴の水と充分混和してか
らカパーグラスを覆って鏡検した。尚此の際， A， 
B両群より 1時間間隔を以って同時に沈t査を採取
し，虫卵 100個を数えて次の発育段階に従い百分率
を以って記載した。即ち卵の発育段階は，卵細胞の
分裂状態により， 4~8 細胞期， 16細胞期，桑実期，
だるま期，開蛸期，仔虫包蔵卵期，仔虫期，並びに
変性卵とした。
第3節実験成績
270Cの下に行ったアメリカ鈎虫卵の発育成積は，
表 1，表2!C示す如く，実験前Ir.於ては， A群では
4~8 細胞期 49%， 16細胞期 48%.桑実期 3%で，
表1. 270C培養表層に於ける鈎虫卵の
発育成績 (A群)
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 
期ま
的1418 16 麟 仔 仔細 実 る 卵制- 包 虫 変生'1

期胞 虫期 期 卵期。。。。49 
 48 
 3
培養前 。。。。1 
34 
 2
54 
 。。。。2 
 15 
 42 
 43 
 。。。。8 
24
8 
 65 
 。。。。 4 
 5 
18 
 77 
 。。。。 2
5 
 16 
 83 
 。。。。 2 
12
6 
 86 
 。。。。 1 
 86
13
7 
。4 
 。。。。96
8 
。1 
 。。。9 
 15
。。91 
 。。。10 
 21
。。79 
 。。。11 
 21
。。79 
 。。 12 
 13 
 54
33
。。4 
 。。 13 
 83
13
。。。 7 
 。。 14 
 93
。。。4
15 
 25
。。。。71 
17
16 
 83
。。。。 6
17 
 94
。。。。4
18 
 96
。。。。1
19 
 99
。。。。1
20 
 1 
1
。。。。。97 
21 
 2
6
。。。。。92 
22 
 4
11
。。。。。85 
23 
 36 
 5
。。。。。 59 
46
24 
 52 
 2 

第 1号 大津: 鈎虫卵並び lと仔虫の発育児及ぼす酸素の影響に就いて -283→ 
表 2. 270C培養深層K於ける鈎虫卵の の室温 220C~320C の下で、行った瓦培養の成績では，
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%，桑実期 199る，細胞充満期 7%. 勾玉期 5%で， 
7月4日より 7月21日迄連日瓦培養の表層と其の
直下深層より検体を採取して検査せるところ，表層
では培養2日目で脱殻仔虫を認め，第5日自には脱
皮仔虫を認めたが，深層にては，時日の経過するも
発育進展の状を認めず，培養時と大差なく，叉実験
開始後 12日を経ても深層では， 
5細胞期以上 57%，桑堪期 5%，細胞充満期 31%，
勾玉期 4%で，実験前l乙比し殆んど発育を認めぬ事
を示していた。表層では，実験開始後 21日で， 2---
4細胞期 1%，5細胞期以上 29%，桑堪期 15%，細
胞充満期 44%，勾玉期 6%，
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
 
た。私の実験では便層薄きものでは，実験開始後 24
時間で全部が仔虫包蔵卵期以上の発育段階を示し，
鞠叫期前の発育段階のものを認めなかった。叉方波
見 (1956) K依れば， 
の継続観察 (24時間〉をポリエチレシフィルム被覆
法に依って実験したととろ，実験前に於て 4細胞期 
1隻，仔虫7隻で，尚発育初期卵が半数近くもあっ
仔虫期 14.4%で，私の実験成績に比較して虫卵の発
育進展が柏々早い様花見受けられるが，実験開始後 
2~4 細胞期 3%， 
閉蛸期 5%，脱殻仔虫 
280Cの下でアメリカ鈎虫卵
17%，8細胞期 81%，16細胞期 1%であったが，実
験開始後 12時間では，桑実期 2.6%，開田蛸期 81.8%，
21時間のものでは，仔虫包蔵卵期 90%，仔虫期 7.8
%で，私の実験では，仔虫包蔵卵期 92% 仔虫期 
6%で，有意の差は認められない。実験開始後 24時
間では，方波見の実験では，仔虫包蔵卵期 42%，仔 
B群では 4---8細胞期 46%，16細胞期 50%，桑実
虫期 56.5%で，私の
一
実験では，夫々 46%，52%で
期 4%であったが，実験開始後 8時間では， A群で
大差は無い。従って便層を極めて薄く塗り瓦培養を
は4---8細胞期を全く認めず， 16細胞期 4%，桑実
期 96%であった。実験開始後 12時間後では，桑実
行った場合では，卵は順調に発育して培養後 24時
期 13%，だるま期 33%，麟9sI.期 54%であった。実
間で 52%の仔虫形成率を示し，方波見の成績と一
験開始後 15時間では， だるま期 4%，輔自~r期 71% 致している。一方便層を厚く塗った培養試験では，
伊藤の実験同様に卵の発育進展を殆んど認めず，培
で，仔虫包蔵卵期 25%であった。更に実験開始後
養後 24時聞に於ても培養時と殆んど差を認めなか 
24時間では，仔虫包蔵卵期 46%で，仔虫期K達す
った。此れは培養K当って卵が空気に充分接触して
るものは 52%で， 活溌なる運動が認められた。変
性卵は 2%であった。一方B群では，実験開始後8 いる際には，卵の発育進展を促進するものである事
時間で， 4--8細胞期 45%， 16細胞期 45%，桑実 が推定される。
期 5%で，実験開始後 20時間では. 4--8細胞期 第5節小 括 
289ι16細胞期 439合 桑実期 29%であった。実験 官温下で瓦培養を行い，使を極めて薄く塗'1の270C
開始後 24時間では， 4--8細胞期 37%，16細胞期 った場合と，厚さを 1cm以上に塗った場合と二通 
39%，桑実期 20%で，変性卵は 4%であった。 りの実験を同一環境条件下で実験した結果，実験開
第4節小按 始後 15時間では，便層薄き場合に於て己K25%が
伊藤 (1930)が十二指腸虫卵含有使を用いて夏期 仔虫包蔵卵期比達し， 実験開始後 24時間では，仔
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虫包蔵卵期 46%，仔虫期 52%，変性卵 2~告を示し 2. 虫卵採集方法 
Tこ。便層厚き場合では， 実験開始後 24時間でも， 実験l乙供した虫卵はグピニ鈎虫，及びアメリカ鈎 
4~8 細胞期 37% ， 16細胞期 39%，桑実期 20%で， 虫単独寄生者よりの糞便で，而かも実験上虫卵の発
実験前の発育段階と殆んど差がなかった。 育を考慮、に入れるために，毎日規則正しく排便さ
れ，便秘しない適度の硬さの糞便を用いるべく努
第 111章 270C嬢気状況に於ける鈎虫卵並 めた。先ず糞便を硫苦加飽和食塩水(比重 1236~ 
びに仔虫の発育に関する実験
1242)を加え乍ら泥状となし，更に同液を追加し乍
第 1節発育初期卵 ら充分に混合して，網目 1/10 ~1/80インチの金網
第 1項まえがき で順次に櫨過する。其のj慮液を内容 200ccの三角 
Loos (1911)は鈎虫発育初期卵の発育には酸素の コノレペシ数個lζ注入して瓶口より盛り上る様にし，
供給は全く必要でなく，発育K障碍を与えるのは外 20分間静置後 32x32mmのカパーグラスを接触せ
聞の物質の療槌lζ依り有害なる物質を生づる事に起 しめて虫卵の浮活字採集を行い，乙の採集液を水道水
因するもので，其れを除けば何等障碍を及ぼさず発 で 2~3 回水洗し，次いで乙の虫卵合有液を虫卵の
育を成し遂げると述べている。原(1950) も腐敗メ 発育に影響することを怖れて， 1000廻転で 5分間遠
ヂウム中 K於ける虫卵発育障碍の原因は唯酸素の影 心沈殿を行った。
響のみではなく，種々なる化学的，物理的因子が加 3. 実験方法
っていると述べている。叉伊藤 (1930)は排便後間 上述の方法で得られた虫卵含有液を方波見のポリ
もない十二指腸虫卵含有新鮮使を種々なる方法で嫌 ェチレンフィルム被覆法により 270Cの購卵器内で
気状態K置き，嫌気開放後空気K曝露するときは，虫 培養し，培養時より 6時間乃至 12時間間隔を以つ
卵は 21日を経過した後民於ても急速に発育を開始 て虫卵の発育試験を行い，之れを対照とした。嫌気
し仔虫を形成すると述べ，発育初期卵を茨酸ガス内 方法は柳沢の黄燐燃焼法lζ依って実施した。即ち無
培養，アノレカリ性没焦子酸酸素吸収器内培養，流動 酸素状態を現出せしめるに使用した嫌気鐘は，直径
パラフイン被覆法等lζ依って嫌気培養を行って実験 15cm，高き 35cmのものを用い，嫌気鐘内の実験
した。私は鈎虫卵の発育に適温と云われている 27
0
C 索、焼法は次の如く行った。嫌材料の位置並びK黄燐1
(小宮 1956)の下で，而かも充分なる湿度の下で， 気鐘の底部には原法の如く水道水約 200ccを入れ，
柳沢等(1933)の黄燐燃焼法K従って，排便後間も 底部l乙接して水面上約 2cmの高さの円形プリキ製
ない発育初期卵を無酸素環境に置き，一定日数後に の台を置き，其の上l乙実験材料を新聞紙で包み更に
嫌気状態を開放して蘇生試験を行い，虫卵の発育試 麻紐で縛ったものを載せ，其の材料の上Iζ素焼の皿
験を実施した。尚此の実験lζ使用した黄燐燃焼lと依 を載せ，且つ皿には毎回新しく沈降茨酸カルシウム
って作った無酸素環境は，他の如何なる方法によっ 約 30gを入れた。使用した黄燐は約 7gで，点火後
て作り得Tこ無酸素状態よりも更に高度なる無酸素状 には黄燐が充分に燃焼するのを見定めてから，無数
態を作り得るし，且つ黄燐燃焼時K発生する五酸化 の小孔を有するプリキ製円需で皿を覆った。乙れは
燐は，本保(1958)の実験によると虫卵の発育には 黄燐燃焼lとより飛散する火の粉を防くれ為である。次
何等影響なく，又使用した水道水の pHRも影響 いでワゼジンを塗布した蓋で覆い，蓋が動かぬ様lと
を与えない。 紐で蒋った。実験に使用した培養瓦，シャーレは煮
第 2項実験方法 沸，滅菌後，乾熱器で充分乾燥したものを用いた。
1.実験材料 培養瓦は予め直径約 1cm，深さ 0.5cmの円形の穴
アメリカ鈎虫卵，ヅピエ鈎虫卵の各々につき実験 を数個穿ち，其の中氏前記方法で採取した沈そ査を毛
を行う必要上，鈎虫卵陽性者で，而かも出来るだけ 細管ピペットで夫々静かに分注した。シャーレ内の
虫卵を多数有する者の便を用い，使提供者は同一人 メヂウムは水道水を用い，瓦の周りに約 7分日程入 
K定める様にした。アメリカ鈎虫卵，ヅピニ鈎虫卵 れて瓦に充分な湿潤を保たしめた。嫌気鐘は 270C
単独保有者の決定は，鈎虫卵陽性者を飽和食塩水浮 の府卵器lζ納め，一定日数後に取り出して次の方法
波法lζ依って求め p 更に瓦培養法によって水中氏移 で標本を作製した。
行せる感染期仔虫を形態学的に鑑別して得たもので 4. 標本作製方法及び観察方法
あった。 虫卵の観察方法は，同一虫卵の継続観察を行う為
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~L，方波見のポリエチレシフィルム被覆法 lとよる鈎
虫卵継続観察に従って行った。即ち嫌気鐘より取り
出したるシャーレ内の虫卵含有沈f査に水滴を落して
混和し毛細管ピペットで対物ガラス上に滴下する。
ポリエチレシフィルムで対物ガラス上l乙虫卵を封入
するには，対物ガラスの中央部lζ四角形の空白部分
を残す様~L，新鮮な「ヤマト糊j を一様 lζ薄く塗布
し，中央の空白の部分lζ前記の如く虫卵含有液を毛
細管ピペットで滴下して，ポリエチレシフィルムで
対物ガラス全体を小搬の出来ぬ様に覆った。叉対物
ガラス上lζ滴下する虫卵含有液量は，ポリエチレシ
フィルムを対物ガラス上K密着させるに都合のよい
量とする。 ζの実験に使用したポリエチレンフィル
ムは 0.015mmの厚さのもので，方波見に依れば，
虫卵は全く移動せず同一卵を観察するに便利であ
り，尚且つ酸素は補給され，而かも水分は蒸発せず，
且つ費用も安く方法も簡単である。観察期間中は充
分に湿潤を保たさせるために，シヤ{レの底K滅菌
ガ{ゼを水で湿めらせて敷き，其の上lζ上記対物ガ
ラスを載せ，蓋を覆って 270Cの癖卵器lζ入れた。
観察時間は， 24時間後， 48時間後， 72時間後で，
其の際各観察時聞に対応する卵の発育段階及び変性
卵の有無を 100個以上鏡検記載した。鈎虫卵の発育
段階を 8細胞期， 16細胞期，桑実期，鰯蛸期，仔虫 
包蔵卵期，仔虫期，変性卵の各々に分類し，各嫌気
日数lと於ける卵の発育状況を百分率を以って表わし
た。変性卵に就いては，柳沢(1955)の姻虫卵変性
の論文附図を参照して判定した。尚嫌気鏡花実験材
料を入れる際には，同一材料を一田氏 5--6個の嫌
気鐘lと納入する為，此等を同一群と見倣して其の群
毎の対照を置き，前述の方法で観察した。
第 3項実験成績
1. ヅピニ鈎虫卵 
a. 嫌気 3日間の発育成績
ヅピニ鈎虫発育初期卵を 270Cの下で嫌気状況下 
3日間保った場合の成績は表 41<::示す通り，実験前
では 8細胞期 28%，16細胞期 62%，桑実期 9%変
性卵 1%を示し，嫌気鐘開放直後では， 8細胞期 13
%， 16細胞期 25%，桑実期 57%，変性卵 5%で，実
験前に比し，柏々虫卵の発育進展を認めたが，開掛
期比迄は発育を示きなかった。変性卵は柏々増加を
示した。蘇生試験 24時間では， 48%の仔虫形成を
示し，変性卵は 5%であった。蘇生試験 48時間で
は，尚 3%が仔虫包蔵卵のものを認めたが，大部分
の卵殻内仔虫は不動性で，仔虫期lと達するもの 90%
で，変性卵は 7%であった。蘇生試験 72時間では，
仔虫形成 91%を示し，変性卵は 9%であった。尚
対照では，表 3~L示す通り培養後 24 時間で仔虫期
lζ達するものは 98%に達し，培養後 48時間では仔
虫期のもの 97%で，変性卵は 3%であった。
表 3. 270C鈎虫卵の発育成績(対照群〉 
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b. 嫌気7日間の発育成績
嫌気鐘納入前では， 8細胞期 27%， 16細胞期 60 
%，桑実期 13%，変性卵は無く，嫌気鐘開放直後で
は， 8細胞期 11%，16細胞期 22%，桑実期 54%で，
変性卵は 13%で，多少発育進展が認められた。蘇
生試験 72時間では，仔虫形成 74%で，変性卵は 26
%を認めた。九
c. 嫌気 10日間の発育成績
嫌気鎧開放直後では， 8細胞期 5%，16細胞期 34
9ふ桑実期 43%，変性卵 18%で蘇生試験 72時間
では， 58%の仔虫形成を示し， 42%が変性卵で，変
性卵は頼粒変性で，仔虫包蔵卵期迄発育してから虫
体の頼粒化変性を呈せるものが若干見られた。対照
では表 3の如く，培養後 48時間では，仔虫期 96%，
変性卵は 4%であった。 
d. 嫌気 14日間の発育成績
嫌気錨開放直後では， 8細胞期 10%，16細胞期 
18%，桑実期 47%で，変性卵は 25%で，其の大部
分iと頼粒変性が認められ，一部分iとは細胞の萎縮，
転移等が認められた。蘇生試験 72時間では，仔虫
期l乙達するもの 27%で， 運動性の減弱したものが
約 2/3以上を占めた。変性卵は 73%で頼粒変性像
が大半を示した。 
e. 嫌気 18日間の発育成績
嫌気錨開放直後では， 8細胞期 7%，16細胞期 25 
9る，桑実期 18%で，変性卵は半数の 50%で，頼粒
変性卵であった。蘇生試験 72時間では，仔虫形成 
11%で， 変性卵は 89%で，其の中約 2/31乙頼粒変
性を認め， 1/3は仔虫期の変性像を呈していた。 
f. 嫌気 20日間の発育成績
嫌気錆開放直後では， 8細胞期 5%.16細胞期 15
%，桑実期 21%で 変性卵は 59%に達し，蘇生試8
験 72時間の成績は，仔虫形成 8%で，其の中 6%が 
静止仔虫で， 2%が萎縮仔虫であった。叉変性卵は
92% R達した。
g. 嫌気 22日間の発育成績
嫌気錆開放直後では. 8細胞期 6% 16細胞期 9
%.桑実期 15%で，変性卵は 70%K達し，蘇生試
験 72時間の観察では，仔虫形成 5%で，其の中 3% 
が静止仔虫で，萎縮変性l乙移行せんとするもの 2%
で，変性卵は 95%を示した。
h. 嫌気 26日間の発育成績
嫌気鐘開放置後に於て， 8細胞期 5%，16細胞期 
7% 桑実期 9%で，変性卵は 79%で全部頼粒変性
卵であった。蘇生試験 72時間では，僅かR1%の
みが仔虫lζ婚化したが，萎縮変性比移行した。
i. 嫌気 28日間の発育成積
嫌気鐘開放直後lζ於ては， 8細胞期 2%，16細胞
期 3%桑実期 6%で，変性卵は 89%で，其の中頼
粒変性のものは約 2/3で，他の 1/3は細胞の崩壊，
萎縮，転移等が認められた。蘇生試験 72時間では，
変性卵 100%で，頼粒変性，細胞の崩壊，萎縮，並 
びに極端なる転移，及び透明化等を呈していた，図
1.は鈎虫発育初期卵の生存曲線を示したもので，縦 
軸に生存率を，横軸K嫌気日数を示す。
図1. 270C嫌気状況に於ける鈎虫
発育初期卵生存曲線 
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2. アメリカ鈎虫卵 
a. 嫌気 3日間の発育成績 
嫌気鐘に納入前では，表 4R示す通り， 8細胞期 
89%，16細胞期 8%，変性卵 3%を示したが，嫌気
鐘開放直後では， 8細胞期 63%. 16細胞期 28%
変性卵 9%で梢々虫卵の発育進展を認めたが，変性
卵は約3倍に増加した。蘇生試験 72時間では仔虫
形成率63%で，変性卵は 37%であった。尚対照の
成績は表 3R示す通り，培養後 48時間では仔虫形
成率69%を示した。
b. 嫌気 7日間の発育成績
嫌気錨開放直後の観察では， 8細胞期 9%.16細 
胞期 69%，桑実期 4%で，変性卵は 18%を示した。 
蘇生試験 72時間では，仔虫形成 47%に達し，変性
卵は半数以上の 53%に達した。対照では培養後 48
時間で仔虫形成率 71%を示した。
c. 嫌気 10日間の発育成績
嫌気鐘開放直後に於ては， 8細胞期 5%，16細胞
期 70%，桑実期 3%，変性卵 22%であった。蘇生 
試験 72時間では， 31%が仔虫期に達し，変性卵は
69%で，其の大部分は頼粒変性卵で，仔虫期変性 
卵も若干認められた。対照では培養後 48時間で仔
虫形成率 67%を示した。
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d. 嫌気 14日間の発育成積
嫌気鐘開放直後では. 8細胞期 149る. 16細胞期 
55%.桑実期 2%で，変性卵は 29%であった。蘇
生試験72時間の観察では，仔虫期のもの 11%で，
運動性を認めず，変性卵は 89%1[達し，頼粒変性
卵及び仔虫期の頼粒化像を呈していた。
e. 嫌気 18日間の発育成績
嫌気鐘開放直後に於ては. 8細胞期 1%. 16細胞
期 8%.桑実期 23%で，変性卵は 68%で，頼粒変
性及び細胞の萎縮，転移，一部崩壊が認められた
が，卵殻の破壊せるものは認めなかった。蘇生試験 
72時間の観察では，変性卵は 98%に達した。 
f. 嫌気 20日間の発育成績
嫌気開放直後の観察では，変性卵 85%を示し， 
其の大部分は頼粒変性であった。 8細胞期 2%. 16 
細胞期 69~. 桑実期 7% で，蘇生試験 72 時間の成演
では，変性卵は 100%であった。図 1の点線はアメ
リカ鈎虫発育初期卵の生存曲線を示したものであ
る。
第 4項小 按
鈎虫卵の発育初期卵を柳沢の黄燐燃焼法に依って
無酸素状況下に置いた際，嫌気鐘納入日数が長期lζ
なるに従い，変性卵の増加が目立ち，同時lζ蘇生試
験iζ依る仔虫形成率の減少が著しく，表 41ζ示す如 
く，ザピニ鈎虫卵では，嫌気 28日間では全く仔虫
に達するものを認めなかった。従って以上の如く鈎
虫発育初期卵の発育lとは酸素の欠乏が多大の影響を
与えるものの如くであるが，伊藤(1930)に依れば，
十二指腸虫卵含有便を用いて種々の嫌気性培養を行
った実験成績に於て，茨酸ガス内培養を行った場
合，培養 21日後に於ても嫌気開放直後の虫卵の発
育は殆んど認めぬが，空気中lζ曝露するときは急に
発育を開始して 1~2 日 iとして脱穀仔虫を形成する
ものもあると述べているが，嫌気開放後の検査は毎
日一回で而かも異った卵の集団を検査せる為lと虫卵
の発育段階が不規則で，嫌気開放後4日目の検査で
も尚 5細胞期以上のもの及び桑堪期のものが相当数 
認められて其の成績に劃一性がない。又仔虫形成を 
認めなくなった嫌気日数K関しては言及していな
い。叉本保(1958)の 280C嫌気鐘内水中花於ける
鈎虫卵の発育試験では，嫌気 72時間 (3日間〉で. 
蘇生試験前に於けるヅピニ鈎虫卵の発育段階は，仔
虫包蔵貯期 93.5%で， アメリカ鈎虫卵のそれは 72%
で.48時間後の蘇生試験の結果夫々 79.4%. 8%の
仔虫形成を示している。然し私の実験では，嫌気鏡
開放直後lζ於て，グピニ，アメリカ鈎虫卵共仔虫包
蔵卵期迄達するものを全く認めなかった。
第5項小括
ヅピニ鈎虫発育初期卵K於ける仔虫形成率及び変
性卵出現率は，嫌気3日間で夫々 91%.9%で，嫌
気 10日間では夫々 589る.42%で嫌気 18日間では 
夫々 11%. 89%で，嫌気 26日間では夫々 1%.99 
%であった。嫌気 28日間では仔虫形成を全く認め
ず，変性卵出現率は 100%となった。又アメリカ鈎
虫卵に於ける仔虫形成率及び変性卵出現率は，嫌気
3日間で夫々 63%. 37%で. .嫌気 10日間で夫々 
31%. 69%で， 嫌気 18日間で夫々 2%. 98%であ
ったが，嫌気 20日間では仔虫形成を認めず，変性
卵出現率は 100%であった。従って発育初期卵lζ就
いて 2TC無酸素環境下K於ける抵抗性は，ヅピニ
鈎虫卵の方がアメリカ鈎虫卵よりも強L、傾向にあ
る。
第2節仔虫包蔵卵
第 1項まえがき
前節で鈎虫発育初期卵に就いて無酸素状況下K於
ける発育試験を行ったが，今節は仔虫包蔵卵につき
発育試験を実施した。尚温度，湿度，酸素遮断方法
等は全く発育初期卵の場合と同一条件lζ 於て行っ
Tこ。
第2項実験方法
鈎虫発育初期卵を培養瓦の穴の中氏注入し，水道
水をメヂウムとして培養を続けると，表 51[示す通
り， ヅピニ鈎虫卵では培養後 16時間で仔虫包蔵卵
期 96% Ir達し，叉アメリカ鈎虫卵では培養後 18時
開で仔虫包蔵卵期 92%に達する。此の際鏡検κ依
り聯化仔虫の無い事と卵殻内仔虫の運動性のある事
を確認してから，前節同様に培養シヤ{レを嫌気鐘
に納め. 270C 瞬、卵器花入れ，一定日数後 K再び嫌
気を開放してポリエチレンフィルム被覆法に依り卵
の発育瞬化試験を実施した。
第3項実験成積
1. ヅピニ鈎虫仔虫包蔵卵
a. 嫌気3日間の発育成績
表 61r示す通り嫌気鐘開放直後に於ては，仔虫包
蔵卵期 92%で，変性卵は 8%であった。蘇生試験
48時間では，仔虫形成 83%で，運動仔虫は 66%を
占め. 17%は微動又は不動であった。変性卵は 15
%で，大部分は軽度の頼粒変性を示していた。蘇生
試験 72時間では，仔虫期 84%で，大部分活溌なる
運動を認めた。変性卵は 16%であった。
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表 5. 270C鈎虫卵の発育成績(対照〉 
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b. 嫌気 5日間の発育成績
嫌気鐘開放直後に於て，仔虫包蔵卵期 87%で，
卵殻内仔虫は大部分運動性を認め，変性卵は 13%
であった。蘇生試験 72時間では，仔虫形成 70%
で，其の約 1/3は動仔虫で，他の 2/3は静止仔虫で
あった。変性卵は 30%で，其の約 2/3は仔虫期変
性卵で，虫体の頼粒化を認めた。 
c. 嫌気 7日間の発育成績
嫌気鐘開放直後では，仔虫包蔵卵期 79%，変性卵 
21%で，開放直後の観察では卵殻内仔虫の運動性を
殆んど認めなかった。蘇生試験 72時間の観察では，
仔虫形成 58%で，運動性は微弱のものが大部分を
占めた。変性卵は 42%で，頼粒変性卵のものが大
N 
部分であった。 dwm
d. 嫌気 10日間の発育成績
嫌気鐘開放直後の成績では，仔虫包蔵卵期 72%，
変性卵 28%で，蘇生試験 72時間では，勝化仔虫 
38%で，運動を示す仔虫を殆んど認めず，頼粒化
像を呈するものが若干あった。変性卵は 62%で，
頼粒化，透明化，及び萎縮せるものが僅かに認めら
れた。 
e. 嫌気 14日間の発育成績

嫌気鐘開放直後では，半数以上の 55%が変性卵

で，仔虫体の頼粒化と，透明化を呈し，仔虫包蔵卵
期のもの 45%を示した。蘇生試験 72時間では，勝
化仔虫 17%で，運動性を殆んど認めず，変性卵は 83 
%K達し，頼粒変性を呈せるものが多数を占めた。
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f. 嫌気 16日間の発育成績
嫌気鐘開放直後では，仔虫包蔵卵期 37%で，卵
殻内仔虫は認めず，変性卵は 63%で，頼粒変性卵
であった。蘇生試験 72時間では， 仔虫期 8.%で，
全部静止仔虫で相々萎縮像を呈していた。変性卵は 
92%で，頼粒化変性が大部分を占めた。 
g. 嫌気 18日間の発育成績
嫌気鐙開放直後は，仔虫包蔵卵期 33%で，変性
卵は 67%で，蘇生試験 72時聞に於ては，変性卵は 
100%に達し，全部頼粒変性を示していた。図 2は
仔虫包蔵卵の生存曲線を示し，ヅピニ鈎虫仔虫包蔵
卵は実線で表わした。
図 2. 270C嫌気状況に於ける鈎虫
仔虫包蔵卵生存曲線
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2. アメリカ鈎虫仔虫包蔵卵 
a. 嫌気 3日聞の発育成績
表 61乙示す通り，嫌気鐘納入前では，仔虫包蔵卵
期 91%，変性卵 9%を示したが，開放直後では，仔
虫包蔵卵期 83%で，卵殻内仔虫の運動性は認めず，
変性卵は 17%で，半数は仔虫期変性像で，而かも
頼粒変性像を示していた。蘇生試験 48時間では，
仔虫期 53%で，其の約 1/3は活溌に運動せる仔虫
で，其の他は微動又は静止状のものであった。蘇生
試験 72時間では，仔虫期 55%で.変性卵は 45%
で，其の約4/5は仔虫期の変性卵で，虫体の頼粒化
と，透明化が認められた。 
b. 嫌気5日間の発育成績
嫌気開放直後に於て， 仔虫包蔵卵期 76%で，変
性卵は 24%で，其の 2/3は仔虫包蔵卵期の変性卵
であった。蘇生試験 72時間では，仔虫包蔵卵期 42
%で，其の中運動性の仔虫は約 1/51ζ過ぎず，他
は微動又は静止仔虫であった。変性卵は 58%に達 
一一一一争嫌気日数 
3ミ 雑 誌、 第 35巻
し，其の約 80%は仔虫期の変性像を認め@ 卵殻内
仔虫の頼粒化と，透明化の変性卵であった白
C. 嫌気7日間の発育成績
嫌気鐘開放直後に於ては，仔虫包蔵卵期 62%で，
変性卵は 38%を示し，蘇生試験72時間では，仔虫
期lと達するもの 28%で，静止仔虫が大部分を占め，
僅かIと微動するものもあった。変性卵は 72%で，
頼粒化と，一部透明化の変性像を呈していた。 
d. 嫌気 10日間の発育成績
嫌気開放直後では，仔虫包蔵卵期 57%で，其の
約 2/3は卵殻内仔虫の変性像を呈していた。変性卵
は43%で，頼粒化と透明化像であった。蘇生試験 
72時間では，仔虫期 11%で，静止及び萎縮lζ移行 
1ζ89%せんとするものが多数を占めた。変性卵は
達し，頼粒化と，透明化像を呈していた。 
e. 嫌気 14日間の発育成績
嫌気鐘開放直後に於て，己1[97%が変性卵で，
仔虫包蔵卵期のものは僅かに 3%に過ぎず，蘇生試
験 72時間の観察では，変性卵は 100%に達し，頼
粒化と卵殻内仔虫の透明化を呈するものであった。
図2は仔虫包蔵卵の生存曲線を示し，点線はアメリ
カ鈎虫仔虫包蔵卵を表わしたものである。
第4項小按
鈎虫の発育初期卵同様に，仔虫包蔵卵を黄燐燃焼
法に依って無酸素状況下に置いた場合，嫌気鐘納入
日数が長期比及ぶl乙従い，変性卵の増加が次第に著
明となり，同時に蘇生試験l乙依る仔虫形成率の減少
が著しくなり，表 61ζ示す如く，ヅピニ鈎虫仔虫包
蔵卵p:ついては，嫌気 18日聞に於て，蘇生試験lこ
依る仔虫発生を全く認めず，又アメりカ鈎虫仔虫包
蔵卵では，嫌気 14日聞に於て， 仔虫形成を認めな
かった。従って発育初期卵同様1[，仔虫包蔵卵の騨
化には，酸素の欠乏が多大の影響を与えるものと思
われる。
第5項小括
ヅピニ鈎虫仔虫包蔵卵の仔虫形成率及び変性卵出
現率は嫌気状況下3日間では夫々 84%，16%で，嫌
気7日間では夫々 58%，42%で，嫌気 10日間では
夫々 38%，62%で，嫌気 18日間では仔虫形成を全
く認めず，変性卵出現率は 100%であった。叉アメ
リカ鈎虫仔虫包蔵卵の仔虫形成率及び変性卵出現率
は嫌気3日間では夫々 55%，45%で，嫌気 10日間
では夫々 11%，89%で，嫌気 14日間では仔虫形成
を全く認めず，変性卵出現率は 100%を示した。従
ってヅビニ鈎虫仔虫包蔵卵はアメリカ鈎虫仔虫包蔵
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卵よりも嫌気状況下の抵抗性は強い様である。
第3節感染期仔虫
第 1項まえがき
小宮(1956)によれば，鈎虫仔虫は酸素を直接に
消費しつう血液中の葡萄糖を酸化して，エネルギー
源として使用しているとの推論を立て〉いるが，鈎
虫仔虫体の乾燥単位mgの 1時間当りの酸素消費量
は， 5.6~7.1μ で刺虫に比し遥かに大であるとし，
又福本(1955)は鈎虫感染期仔虫の飼育実験 lζ 於
て，感染期仔虫は 30--40日で死滅すると述べ，又
仔虫体内の栄養頼粒を好気的に消費しつ〉感染成立
に至る迄のエネルギ{源としているとの推定を立て
与いる。又感染期仔虫の口腔は閉ざされて，酸素及 
び水分等の如く体表より容易に浸入し得る可能性の
物質以外の栄養物を摂り得ない体制を示している
〈小宮)事から，酸素遮断lと依り鈎虫感染期仔虫が
其の生存に多大の影響を受ける事が推定出来ると思
う。と ':.1乙於て私は次に述ぶる如く， 2TC嫌気状
況下に於ける鈎虫感染期仔虫の生存に及ぼす実験を
行った。
第 2項実験方法
ヅピニ鈎虫卵及びアメリカ鈎虫卵各々を単独寄生
水を加え乍ら泥状とな，(，1する虫卵保有者の新鮮便 
し，乙れを滅菌乾燥せる瓦l乙塗り，水道水をメヂウ
ムとして 270C勝卵器内培養を 7~10 日間実施して
得たる仔虫を用いた。乙の仔虫含有沈涯を 270C1(. 
保温せるシヤ{レ内の微温水lと，シャーレ 1個当り 
50隻前後分注して，前節同様に嫌気鐘Iζ納入し， 
270C獅卵器K入れ， 一定日数後Iζ嫌気鐘を開放し
て感染期仔虫の生存状況を検査した。
観察方法:
嫌気鐘開放後はシヤ{レ内のメヂウムを水洗遠沈
して，其の浮滋液をスライドグラス上i乙滴下，其の
運動状況を観察した。即ち仔虫の運動を活溌，微
動，不動応分け，更に不動のものは加熱白金耳をあ
て其の刺激により運動するか否かを検査し，動，不
動を併せて記載した。大部分の仔虫が加熱刺激に依
つでも不動の際は，其の標本を水洗遠沈後，沈澄を 
水道水をメヂウムとした湿潤瓦に滴下してシヤ{レ
に納め， 270Cの騨卵器内で約40時間放置した。〈蘇
生試験〉 ζの試験を行った仔虫は前述の方法で観察 
して，其の運動状況を記載した。此の際加熱刺激を
加えても不動で高度の変性像を呈していたものは死
滅したものと判定した。観察時の温度は 270，._300C 
である。 
第 3項実験成績
1. ザピニ鈎虫感染期仔虫¥ 
a. 嫌気 3日間の生存成績
表 71乙示す如く，嫌気鐘納入前実験前の観察で
は，活穣 95~ふ微動 2%，不動 3%，変性像の認め
られるもの 29るであったが，嫌気開放直後では，活
溌 74%で柏、々減少し，微動Jま14%，不動 12%で，
何れも増加を示した。不動 12%の中加熱刺激lζ依
って動くものは 7%，不動のものは 5%で， その全
部民変性像が認められた。従って実験前己K変性像
として認められたものを除外すると実際には 3%の
変性像増加であった。
b. 嫌気 7日間の生存成績
嫌気鐘開放直後 K於て，活溌に運動せるもの 57
%，微動 20%，不動 23%で， 加熱刺激に依り不動
のもの 14%で，其の中変性像の認められたもの 14
%であっ?こ。 
c. 嫌気 10日間の生存成績
嫌気鏡開放直後では，活援23%，微動 139仏不動 
64%で， 加熱刺激lζ依り尚不動のものは 55%で，
其の中 29財 l乙変性像が認められた。生存仔虫は全
体の 45%で、あった。
d. 嫌気 12日間の生存成績
嫌気鐘開放直後民於ては，活漉 16%，微動 9%，
不動 75%で，加熱刺激K依り不動のもの 70%で，
其の 51%Ir変性像が認められた。従って生存仔虫
は30%であった。 
e. 嫌気 14日間の生存成績
嫌気鐘開放直後では，活溌 5%，微動 3%，不動 
92%で，其の中加熱刺激l乙依り尚不動のものは 83
%を示し， 明かに変性像の認められたものは 69%
で，実験前己K変性像が認められたもの 4%を除外
すれば， 65%Ir達す。 
f. 嫌気 18日間の発育成績
嫌気鐘開放直後では，活穣民運動する仔虫を全く
認めず，微動4%で，他は悉く不動で，加熱刺激に
よっても全部不動で，変性像は 86%1(.認められた。
g. 嫌気 20日間の生存成績
嫌気鐘開放直後の仔虫に加熱刺激を加えても，不
動のものは 100%で，全仔虫に変性像を認めた。尚
40時間の蘇生試験を試みたが， 不動 100%で変性
像の認められるものは 100%であった。ヅピニ鈎虫
感染期仔虫の生存曲線を図 31(.示す。
2. アメリカ鈎虫感染期仔虫
a. 嫌気3日間の生存成績
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表 7. 270C嫌気状況に於ける鈎虫仔虫の生存成績
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図 3. 270C嫌気状況に於ける鈎虫
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表 71ζ示す如く嫌気鐘納入前では，活滋 75%，微
動 13%，不動 12%で， 加熱刺激に依り動くもの 2
%，尚不動のもの 10%で，変性像の認むるもの 3%
であった。開放直後では，活滋 38%で， ヅピニ感
染期仔虫l乙比して約半数で，微動 28%，不動 34%
で，明らかにヅピニ仔虫よりも増加が見られた。不
動仔虫を加熱刺激した所， 不動のもの 24%で変性
像は 9%n::見られ， 実験前の 3%を除外しでも 6% 
iとなる。変性像は虫体の頼粒化と透明化が主で，萎
縮像のものはない。
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b. 嫌気7日間の生存成績
嫌気鐘開放直後では，活譲7%，微動 20%，不動 73
%で， 加熱刺激K依っても不動のものは 59%で，
変性像は 31% 1 明らかにヅピニ仔虫lζζ認められ，
比し増加を示した。 
c. 嫌気 10日間の生存成績
嫌気鐘開放直後では，活滋仔虫を認めず，微動 5
%'不動 95%で， 明らかに全部応変性像が認めら
れた。従って生存仔虫は僅かに 5%で，変性像の増
加のみ著しかった。 
d. 嫌気 12日間の生存成績
嫌気開放直後では，不動 100%で，加熱刺激K依
っても全部不動で，変性像は全部に認められ，頼粒
並びに透明化変性像であった。 
e. 嫌気 14日間の生存成績
開放直後では，不動 100%で，加熱刺激に依つで
も不動のもの 100%で，全部lζ頼粒化及び透明化変
性像が認められた。アメリカ鈎虫感染期仔虫の生存
曲線を図 3n::示す。
第 3項小按 
270C嫌気状況下K於けるヅピニ鈎虫感染期仔虫
の生存成績は， 表 71乙示す如く，嫌気鐘納入 18日
間では生存仔良は僅かに 4%で，叉納入 20日間で
は，全仔虫共不動で死滅された。叉アメリカ鈎虫感
染期仔虫では，嫌気鐘納入 10日間では， 生存仔虫
第 1号 大津: 鈎虫卵並びに仔虫の発育 i乙及ぼす酸素の影響ーに就いて -293ー  
5%で， 14日間のものでは，全仔虫不動で死滅され は，前章の 270CR.於て実施せる場合と同様の方法
たものと考えられる。 で行い，材料は全て同一材料を用いた。
第4項小括 第3項実験成績 
270C嫌気状況下氏於ける鈎虫感染期仔虫の生存 1. ヅピニ鈎虫発育初期卵
成績は，ヅピニ鈎虫感染期仔虫Iζ於ては，嫌気 3日 a. 嫌気 1日間の発育成績
間で生存仔虫は 95%，変性仔虫は 3%を示し，嫌気 表 81r.示す通り，嫌気鐘納入前では， 8細胞期 42 
10日間では，生存仔虫45%，変性仔虫 26%を示し， %， 16細胞期 43%，桑実期 13%，変性卵 2%を示
嫌気 18日間では， 生存仔虫 4%で，変性仔虫は 84 したが，嫌気鐘開放直後に於ては， 8細胞期 15.4%，
%を示し，叉嫌気 20日間では， 生存仔虫を全く認 16細胞期 39.1%，桑実期 43.3%，変性卵 2.1%で，
めず，変性仔虫は， 100%に達した。アメリカ鈎虫 蘇生試験 24時間では，仔虫包蔵卵期 71.1%で，卵
感染期仔虫l乙於ては，嫌気3日間で生存仔虫は 76% 殻内仔虫の運動は殆んど認めず，仔虫期 23.7%で，
変性仔虫は 6%で，嫌気 10日間では，生存仔虫 5% 其の約 1/3Iζ運動性があり， 2/3は静止仔虫であつ
で，観察仔虫の 95%R.変性像を認めた。又嫌気 14 t.こ。蘇生試験 48時間では，仔虫包蔵卵期 50.5%で，
日間では，生存仔虫を全く認めず，全仔虫lζ変性像 卵殻内仔虫には全般に頼粒化が認められ，蘇生試験
を認めた。従って無酸素状況下に於ける抵抗性を比 72時間後lとは全部変性卵を示した。仔虫期に達す
較して見る 1[，ヅピニ鈎虫感染期仔虫の方がJアメ るものは，蘇生試験 24時間のものと大差は無く，
リカ鈎虫感染期仔虫よりも強い傾向lとある。 ζ示運動仔虫は殆んど認めなかった。ー尚対照、は表 9， 
す通り， ヅピニ鈎虫卵に於ては，培養 24時間で，
第IV章 380C嫌気状況に於ける鈎虫卵の
仔虫期比達するもの 96%，変性卵は 4%であった。 
発育に関する実験
b. 嫌気2日間の発育成績
第1節発育初期卵 嫌気鐘開放直後lζ於て， 8細胞期 17.6%，16細胞
第 1項まえがき 期 26.5%，桑実期 48.0%，変性卵7.8%で，実験前
第直章氏於て鈎虫卵及び仔虫の発育， m理化，生 に比し和、々卵の発育進展を認めた。蘇生試験 24.時
存iζ至適なる温度 270C恒温器内嫌気鐘内K於ける 間では，仔胞包蔵卵期 65.7%を示したが，卵殻内
鈎虫卵及び感染期仔虫の発育，生存試験を行い，其 仔虫の運動は殆んど認めず，瞬化仔虫は 17.6%で，
の実験成績に就き述べたが，今章では，人体腸内温 運動微弱のものと静止仔虫が主であった。蘇生試験
度lζ近い 380Cの下で実験を行った。翻って人体腸 48時間では， 仔虫包蔵卵期 49.0%で， 卵殻内仔虫
内K於ける鈎虫卵の環境を考えるに，人体体温は鈎 lζは軽度の頼粒化が認められたが，早晩変性卵K移
虫卵の発育を阻害する程の高温では無く，且つ湿潤 行する寸前のものであった。変性卵は 34.3%で，其
の程度は鈎虫卵の発育贈化lζ或る程度の影響を与え の半数近くは仔虫期の変性像を呈していた。仔虫期
ると云われて居り，特に便秘が甚しい糞便中の鈎虫 16.6%は静止仔虫のみで、あった。
卵の発育並びに勝化が著しく阻害されることを認め C. 嫌気3日間の発育成績
て居る〈柳沢，方波見〉が，腸内に於て鈎虫卵が発 嫌気鐘開放直後では， 8細胞期 12.6%，16細胞期
育癖化し得ないのはか〉る要因の他陀，腸内が無酸 49.3%，桑実期 19.0%，変性卵 19.0%で，蘇生試験
素状態にあることが深い関係、をもつものであると考 48時聞に於ては， 仔虫期 16.4%で， 全部静止仔虫
えられる。伊藤 (1930) もか〉る見地から実験を行 であった。変性卵は 83.5%で，頼粒変性卵であつ
っている。叉本保(1958)は， 380C無酸素環境下 Tこ。
に於て， 水中の鈎虫卵発育試験を行い， 280C R.比 d. 嫌気5日間の発育成績
し，ヅピニ鈎虫卵及びアメリカ鈎虫卵共著しい影響 ζの時期のものは，全般に頼粒変性卵が殆んどを
を受ける事を述べている。こ '>1ζ於て著者は， 380C 占め，細胞の萎縮，転移，及び細胞周辺部の透明化
の恒温器内無酸素状況下で，ヅピニ並びKアメリカ が認められた。蘇生試験 48時間の観察では全部変
鈎虫発育初期卵の発育，瞬化試験を行い，以下述べ 性卵であった。
る様な成績を得た。 2. アメ Pカ鈎虫発育初期卵
第2項実験方法 a. 嫌気 1日間の発育成績
実験材料採取方法，標本作製方法，観察方法等 表 81[示す通り，嫌気鐘納入前l乙於ては， 8細胞
- t N E l  
表	 8. 380C嫌気状況に於ける鈎虫卵の発育成績 
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表 9. 380C鈎虫卵の発育試験成績(対照)
組問|培 1121241 48 1l養 I12 I24 I 48 I72 
〆M段階 "'-1時 I | 
8細胞期 
、ゾ 
16細胞期 
ピ 桑実期 
一蛸蛸期
鈎
仔卵虫包期蔵
虫
卵 仔虫期 
変性卵 
8細胞期 
ア 16細胞期 
メ
リ 桑実期 
蝋糾期jJ 
鈎 仔卵虫包蔵期 
虫
gJs 	仔虫期 
変性卵 
期 31%，16細胞期 36%，桑実期 28%.変性卵 5%を
示したが，開放直後K於ては，桑実期 85.7%，変性
卵 14.2%で，明らかにヅピニ鈎虫卵に比し変性卵の
増加が目立った。蘇生試験 48時間では全般が変性
卵を示した。尚対照は，表 9R示す通り，培養 24時
間では， 仔虫包蔵卵期 82%で，仔虫期lと達するも
の 6%，変性卵は 12%であった。培養 48時間では，
仔虫包蔵卵期 78%を示したが，卵殻内仔虫は不動
で一部氏変性像が認められた。変性卵は 14%で，
仔虫期のもの 8%は全部不動静止仔虫であった。 
b. 嫌気2日間の発育成績
嫌気鐘開放直後では， 8細胞期 4.8%. 16細胞期 
33.6%，桑実期 34.6%，変性卵 26.9%で，変性卵は
全部頼粒変性卵であった。蘇生試験 48時間でも聯
化仔虫を認めず，変性卵は 100%で，頼粒変性卵で
あった。 
C. 	 嫌気 3日間の発育成績
嫌気鐘開放直後民於ても，又蘇生試験に於ても全
部変性卵を示していた。尚 380Cの下に於て実施し
た嫌気鐘内に於ける鈎虫発育初期卵の発育試験l乙依
って発生した変性卵は，全て頼粒変性卵で，其の中
嫌気5日間りものK於ては，ザピニ及びアメリカ鈎
虫卵共，細胞の萎縮，転移，及び頼粒変性の周辺部
透明化が僅かに認められたが，卵殻の萎縮，崩壊等
は全く認められなかった。図 4は 380C嫌気状況に
於ける鈎虫発育初期卵の生存曲線を表わしものであ
る。 
46 
49 
4 
94 
2 
1 4 
27 
34 
36 
3 
82 
6 
12 
78 
8 (需) 
14 
運動仔虫 71。 59 
静止仔虫 7 11 
96 萎縮仔虫 5 7 
4 消失仔虫 17 23 
図4. 380C嫌気状況に於ける鈎虫
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第 4項小按 
鈎虫発育初期卵を 380C無酸素状況下に置いた場
合，嫌気日数が長期lζ及ぶK従い，変性卵の増加は
急速に増加し，同時に蘇生試験lζ於ける仔虫形成の
減少が特に著しくなる。表 8?[.示す如く，ヅピニ鈎
虫卵lと於ては，嫌気鐘納入 5日間の蘇生試験では，
仔虫形成は全く認めず全卵共変性卵となった。又ア
メリカ鈎虫卵Iと於ては，特iζ其の影響は著しく，嫌
気鐘納入 I日間に於て己i乙仔虫形成を示さず， 48時
間の蘇生試験でも発生仔虫は全く無く，全卵共変性
卵を示した。従って其の変性卵の増加の速度は， 
270Cの下に於て実施した無酸素状況に於けるアメ
リカ鈎虫卵の発育試験の際の変性卵の増加より，更 
lと一層速い事を知った。本保(1958)が 380C嫌気
鐘内lζ於ける鈎虫卵の水中発育試験で，嫌気鐘内納
入 24時間の成績では， ヅピニ鈎虫卵K於て，嫌気
鐘開放後， 桑実期 2%，夕、 7].，.マ期 40.8%，仔虫包蔵
卵期 55.1%，仔虫期 1%，変性卵 1%で，蘇生試験 
48時聞に依り仔虫形成率の増加を認めずとしてい
るが，私の成績では，嫌気鐘開放後の蘇生試験 48
時間で， 22.7%の仔虫形成率を認めた。然しアメリ
カ鈎虫卵では，本保の成績同様に仔虫形成は認めな
かった。
第 5項小括 
380C無酸素状況下K於ける鈎虫発育初期卵の発
育成績lζついては，ヅピニ鈎虫卵では，嫌気 1日間
で， 22.7%の仔虫形成率を示し，嫌気 3日間では， 
16.4%の仔虫形成率を示したが，嫌気5日間では，
全く勝化仔虫を認めず，悉く変性卵になった。又ア
メリカ鈎虫卵では，嫌気 1日聞に於て己に発生仔虫
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表 10. 380C嫌気状況に於け る鈎虫仔虫包蔵卵の発育成績
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2. アメリカ鈎虫仔虫包蔵卵
a. 嫌気 1日間の発育成績
嫌気鐘開放直後では，仔虫包蔵卵期 88.8%，変性
卵 11.1%で，蘇生試験 24時間では，仔虫包蔵卵期
13.1%，変性卵 86.8%で，蘇生試験 48時間では，仔
虫包蔵卵期 3.3%を示したが，変性に移行寸前の卵
であった。変性卵は 96.6%であった。仔虫期のも
のは全く認めなかった。 
b. 嫌気2日間の発育成績
嫌気鐘開放直後では，仔虫包蔵卵期 69.1%，変性
卵 30.8%で，蘇生試験 24時間で尚仔虫包蔵卵期 
10.6%のものは，卵殻内仔虫lζ一部変性像が認めら
れ， 48時間では全部変性卵であった。
c. 嫌気3日間の発育成績 
嫌気鐘開放直後lζ於て己lと全部変性卵で，蘇生試
験 24時間， 48時間K於ても勿論変性卵であった。
尚38
0
C嫌気状況下に於ける仔虫包蔵卵は，発育初
期卵同様に，其の変性像は殆んど頼粒変性卵で，卵 
殻の萎縮，及び崩壊は認められなかった。図 5は
38
0
C嫌気状況下lζ於ける仔虫包蔵卵の生存曲線を
示したものである。
図 5. 380C嫌気状況に於ける鈎虫
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第4項小 按
鈎虫仔虫蔵卵を 380C無酸素状況下 lと置いた場合，
発育初期卵同様に嫌気日数が長くなるに従い，変性 
卵の増加は著しくなり，同時に蘇生試験K於ける仔 
虫形成率は著しく減少する。表 10 IL示す如く， ヅ
ピニ鈎虫卵では，嫌気鐘納入 5日間では，仔虫形成
を全く認めず，全卵共変性卵となった。アメリカ灘
虫卵では特!C其の影響は著しく，己に嫌気鐘納入 1
日聞に於て，己に発生仔虫を見ないで，全卵共変鈎 
卵を示した。変性卵の増加の速度は， 270Cの下に
於て実施した無酸素状況下に於けるアメリカ鈎虫卵
の発育試験の際の変性卵の増加より更に一層速い事 
を知った。因みに本保は， 380C嫌気鐘内鈎虫卵の
水中発育試験で，蘇生試験に依る発生仔虫を見なか
ったが，私の実験で、は発育初期卵同様![，仔虫包蔵
卵lζ於ても嫌気 3日間迄のものに於て，発生仔虫を
認めた。然、しアメ Pカ鈎虫仔虫包蔵卵lζ於ては，本
保の実験同様に仔虫形成は全く認めなかった。
第 5項小括 
380C無酸素状況下 lζ於ける鈎虫仔虫包蔵卵の発
育成績では，ヅピニ鈎虫卵に於て，嫌気 1日間で 
21.9%の仔虫形成を示し，嫌気3日間では， 2%の
仔虫形成を示し，嫌気5日間では全く仔虫形成を認
めず悉く変性卵lとなった。叉アメリカ鈎虫卵では，
己l乙嫌気 1日聞に於て，仔虫形成は見られず，嫌気
2日間では悉く変性卵を示した。従って 380C無酸
素状況下l乙於ては，ヅピニ鈎虫仔虫包蔵卵は，アメ 
リカ鈎虫仔虫包蔵卵l乙比し抵抗性が強い。
第 V章者 察
鈎虫卵並びlζ仔虫の発育，勝化，生存lζ関して，
現在迄種々の実験的研究が行われて来?こが，取りわ
け温度については詳細に，湿度については或る程度
の研究がなされている。然し鈎虫卵発育Iζ必要とさ
れている因子の中から酸素のみをとりあげて鈎虫の
発育初期卵，仔虫包蔵卵，仔虫の各々につき系統的
に検討した研究は殆んどない。著者はとの事柄lζ関
して，ヅピニ及びアメリカ鈎虫卵の両種につき，鈎
虫卵発育l乙至適とされている 270Cと，人体腸内温
度lζ近い 380Cの下K於て鈎虫卵並びlζ仔虫を無酸
素状況下に置き，其の発育， ~.昨化，生存等を検討せ
んが為l乙実験を行った。鈎虫卵の発育騨化l乙は酸素
の必要なる事は， Mc. Coy (1930)が己陀述べて居
り，叉岨虫卵、g![就いては， Brown H. W. (1928) 
が述べているが，鈎虫卵及び蜘虫卵各々 1個が購化
仔虫となるに必要なる酸素の消費量は略々等しいと
して居る。叉鈎虫卵の発育速度は蜘虫卵に比し約
10 --20倍速い故，酸素の必要量は蜘虫卵の約 10--
20倍必要となる。実際実験に当つては，鈎虫卵の発
育段階lζ応じての酸素消費量を測定する事が望しい
のであるが，上述の如く，鈎虫卵は畑虫卵に比して
発育速度が速い事と，多数集卵する事の難しい事の
ために，今迄実施される事が少かった。伊藤 (1930) 
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は十二指腸虫卵含有使を瓦培養Iζ て夏季の 220C___ 
3ecの室内K於て，炭酸ガス内， アルカリ性没焦
子酸酸素吸収法，流動パラフィン被覆法等に依る嫌
気性培養を試み，酸素の供給を断つときは，卵子の
発育は一時中止するも，再び酸素を供給するとき
は，虫卵は急速に発育を開始し 1乃至2日後には脱
殻仔虫を認むと述べている。然し伊藤の実験では，
室内温度が一定でない事と.実験された虫卵は卵を
含有する耀過便より一部の卵を取り出して観察して
其の時期の卵の発育状態とし，次の時期lζ来るもの
は，もとの材料より同じく一部を取り出して，其の
時の卵の発育状態とするのであって，異った卵の集
団を観察していたのであって，其の実験成績は画一
性を欠いている。私が観察した方法は，第E 章及
び第百章に於て述べた様R，方波見(1956)のポリ
エチレン被覆法を以て行い，嫌気鐘開放直後より，
仔虫発生lζ至る迄の時期，即ち 48..._72時間迄の虫
卵の発育過程を観察したのである。斯かる方法で実
験を行った結果は，実験成績に於て述べた通り，卵
の変性過程及び卵の生死の判定を明確にし得たもの
と思う。無酸素状況を現出せしめる方法としては，
柳沢の嫌気鐘内黄燐燃焼法に従って行った。此の方
法は柳沢等に依れば，鐘内を無酸素lζ近い状態lζ至
らしめ，且つ鐘内lζ実験の際入れて置いた細菌類l乙
影響はない。鈎虫lζ対して黄燐燃焼時の発熱及び黄
燐燃焼lζ伴う五酸化燐の影響が全くない事は己に本
保が(1958)報告している。即ち氏に依れば，嫌気
鐘内黄燐燃焼 1回のものにあっては，ポリエチレシ
フィルム法 48時間成績で， 97.0%の仔虫形成率を
見，叉黄燐燃焼 5回のものの発育試験成績では，
97.3%の仔虫形成率で，対照の 96.5%と有意の差
がなく，叉嫌気鐘内黄燐燃焼 1回のものの水中発育
R t.P3入後実験を行った所，両者間には其の成績に有 
意の差を認めなかったので，後者を採用した。変性
卵に関しては，其の最終決定を如何なる規準に置く
かが問題であり，鈎虫卵の変性卵に関する詳細なる
文献が見当らないので，一応柳沢 (1955)の姐虫卵
変性の論文附図を参照にした。著者が行った実験で
観察された変性卵は，分裂期変性卵と仔虫期変性卵
とであり，嫌気状況の長短に依り変性卵の出現率を
異lとする事を知った。即ち 270C嫌気3日間の際，
ヅピニ鈎虫卵では，蘇生 72時間で 9%，アメリカ鈎
虫卵では， 37%であった。叉ヅピニ鈎虫発育初期卵
の 100%変性卵になる時期は，嫌気 28日間で， ア
メリカ鈎虫発育初期卵では 20日間であり， これは
明らかにザピニ鈎虫卵とアメリ角鈎虫卵の抵抗性に
由来するものと考えられる。即ちアメリカ鈎虫卵は
ヅピニ鈎虫卵l乙比して酸素の影響を多大にうけるも
のと思われる。叉 270C嫌気状況下の鈎虫仔虫包蔵
卵の発育成績では，ヅピニ鈎虫卵で仔虫期lζ達し
たものの割合は，嫌気3日間のもので， 84%で，
嫌気 16日間では 8%であったが，嫌気 18日間の
ものでは，変性卵は実に 100%!L達した。アメリカ
鈎虫仔虫包蔵卵では，ヅビニ鈎虫仔虫包蔵卵比し
て無酸素状況下に於て其の影響をより強く受け，嫌
気 10日間のもので仔虫期に達するものは， 11%で
あったが，嫌気 14日間のものでは変性卵は 100%
に達し，発育初期卵同様に強く酸素の影響をうける
ものと思われる。次に 270C嫌気状況下K於ける鈎
虫感染期仔虫については， グピニ感染期仔虫K於
て，嫌気 3日間のものでは仔虫K対する影響は殆ん
ど見られないが，嫌気日数が長くなるに従い，生存 
仔虫数は次第に減少し，嫌気 18日間では僅かに 4%
となり，嫌気 20日間では生存仔虫は全く見ない。
試験では，水中 48時間の成績で，仔虫形成率92.4% アメリカ感染期仔虫では，己に嫌気 10日間で生存
を示し，黄燐燃焼5回のものの水中発育試験成績で一仔虫は 5%で，嫌気 12日間では全部死滅された。
は， 48時間の成績で， 94.8%の仔虫形成率を示し，
対照の 92.8%と有意の差の無い事を立証している。
次に卵含有の培養瓦を嫌気鐘内lζ長期間納入せる
際，水分の不足を来たし，卵発育の支障を来たす懸
念が持たれたが，シャーレ内氏水を 7分日程瓦の周
りに注入して置けば，嫌気状況下最長 28日経ても，
瓦の湿潤は充分lと保たれ，培養条件は満たされた。
次に感染期仔虫であるが，培養瓦の周り K水道水を
7分目程注入して瓦に充分の湿潤を保たしめ，其の
瓦の上K仔虫浮説液を滴下したものと，シヤ{レに
水道水を等量入れたものと二通り作製して，嫌気鐘
従って感染期仔虫K於ても，アメ Pカ鈎虫感染期仔
虫はヅピニ鈎虫感染期仔虫l乙比して，無酸素状況下
に於ける影響を多大lζ受けるものと思われる。以上
鈎虫の発育初期卵，仔虫包蔵卵，感染期仔虫につい
て綜合して考察するに，酸素に依る影響は 270C !L 
於て，感染期仔虫〉仔虫包蔵卵〉発育初期卵とな
り，感染期仔虫が最も強く影響をうけるものと考え
られる。尚長期間の嫌気状況下では仔虫の変性像が 
多く見られ，蘇生試験l乙依っても運動するものは認
めない。乙れは嫌気状況下K於て，仔虫は体内の運
動エネルギ{源としての栄養頼粒を早く消費し尽く
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すものであると解される。変性像の主なるものは，
虫体の頼粒化と透明化で，兼先(1958)が低湿度に
於て観察した仔虫の萎縮像は殆んど見られなかっ
た。 270C無酸素状況下K於ける仔虫の生存に関し
ては著者の実験で， ヅピニ感染期仔虫で 18日， ア
メリカ感染期仔虫で 10日迄が其の生存限界日数で
あり，叉ヅピニ鈎虫発育初期卵では， 26日間，アメ
リカ鈎虫卵では 18日迄が，発育癖化能力のある限
界日数であった。従って酸素に対する抵抗性は，鈎
虫卵>感染期仔虫の}I慎となり，兼先(1958)が湿度 
に就いては感染期仔虫〉鈎虫卵であると述べている
事実と比べ，甚だ興味あることを知った。即ち鈎虫
卵と仔虫とでは酸素摂取量に差があるものと見倣さ
れるべきであろう。 380C嫌気状況下に於ける鈎虫
卵(発育初期卵〉に関する実験では，ヅピニ鈎虫卵 
K於て，嫌気 1日間のもので 22.7%の仔虫形成率を
示し，嫌気 5日間のものでは，変性卵は 100%とな
った。一方アメリカ鈎虫発育初期卵では，嫌気 1日
間のものK於て，己日発生仔虫を認めず，変性卵は
100%に達した。叉ヅピニ鈎虫仔虫包蔵卵lζ就いて
は，嫌気 1日間のものに於て， 21.2%の仔虫形成率
を示し，嫌気 5日間のものでは，変性卵は 100%に
達した。一方アメリカ鈎虫仔虫包蔵卵では，発育初
期卵同様に，己lと嫌気 1日間のものに於て発生仔虫
を認めず，嫌気 2日間のものでは変性卵は 100%に
達した。従って 380Cの場合K於ては，ヅピニ鈎虫
卵もアメリカ鈎虫卵共l乙酸素の影響を多大に受け
るものと思われる。 乙れは腸内温度が 380Cである
事と同時Jと，無酸素状態下であるという事に関係が 
あるものと考へられる。方波見に依れば，便秘が甚
だしい糞便中のヅピニ鈎虫卵の発育贈化が著しく阻 
害される事を認めているが，乙れは腸内温度が 380C
であるという事と同時1[，腸内が無酸素状態にある 
事が著しい関係をもつものと忠われる。従って著者 
K依って得た成績から判断して見る時， 27
0 
CI[比し
て 380Cの場合には明らかに卵の発育，卿化が阻害
される事が肯定出来るものと息われる。本保(1958)
の 380C無酸素状況下に於ける水中の鈎虫卵の発育
試験成績では，嫌気 24時間の蘇生試験lζ於ても，
グピニ鈎虫卵の仔虫形成を全く認めずとしている
が，著者の実験では，ヅピニ鈎虫卵K於ては，嫌気
3日間迄は仔虫形成を認めて居る事は注目に値す
る。
第 VI章結 論
鈎虫卵並びに仔虫の発育lζ及ぼす酸素の影響を観
察せんが為!"C，、先づ始めに培養便層の厚みに依る鈎
虫卵の発育の影響につき，次いで 270C嫌気鐘内に
於ける鈎虫卵並びに仔虫の発育，勝化，生存の影響
につき，叉 380C嫌気鐘内K於ける鈎虫卵の発育i 
F際化の影響につき，実験を行い次の如き結果を得
た。
1. 270C瓦培養法 K於て， アメリカ鈎虫卵保有
便を瓦K極めて薄く塗った場合では，培養 24時間 
K於て 52%の仔虫形成率を認めた。又便層厚き場
合では，培養後 24時間でも卵の発育を認めず，培
養時と大差ない。
ヅピニ鈎虫発育無酸素状況下氏於て，270C2. 
初期卵は嫌気 26日間，アメリカ鈎虫発育初期卵は
嫌気 14日間以上では発育，瞬化を認めず。叉ヅピ
ニ鈎虫仔虫包蔵卵は嫌気 18日間，アメリカ鈎虫仔
虫包蔵卵は嫌気 14日間迄lζ完全に瞬化能力を失つ 
た。叉ヅピニ鈎虫感染期仔虫は嫌気 20日間， アメ
リカ鈎虫感染期仔虫は嫌気 12日間迄に完全に死滅
された。 
3. 380C無酸素状況下 K於て，ヅピニ鈎虫発育
初期卵は，嫌気 5日間迄に発育は阻止され，アメリ
カ鈎虫発育初期卵は嫌気 1日間で発育は阻止され
た。叉鈎虫仔虫包蔵卵に於ては，ヅピニ鈎虫卵は嫌
気 5日間迄1(，アメリカ鈎虫卵は嫌気 1日間で勝化
能力を失った。
4. 270C，及び 380C無酸素状況下K於ては，グ
ピニ鈎虫卵はアメリカ鈎虫卵よりも抵抗が強い。
5. 270C無酸素状況下に於ては，ヅピニ鈎虫，及
びアメリカ鈎虫共，発育初期卵>仔虫包蔵卵〉感染
抵抗が強い。K慎)1期仔虫の
稿を終るに臨み，終始御懇篤なる御指導と御校関
を賜った恩師柳沢利喜堆教授比深甚の謝意を表し，
叉終始御指導御鞭捷を戴いた永野哲夫助教授に深く
感謝し，併せて教室員諸兄姉の御援助を心から感謝
いたします。
(本論文の要旨は第 25回日本寄生虫学会総会，並 
ぴlζ第 18回日本寄生虫学会東日本支部会に於て発
表した。)
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